
７．建設部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

建 設 総 務 費 建築工事既存図のＰＤＦデ－タ化事業【デジタル化推進枠】 工事の度にスキャン作業を行

127,654,724 1,071,400円 っていたが、データ化されてい

ることにより必要な図面を検索

○令和５年度必要なデータ化されていない製本図面 する時間が短縮された。そのほ

4,266枚 計1,071,400円実施済み か、既存図面の保存場所の省ス

ペース効果も得られた。

デジタルデバイス整備事業【デジタル化推進枠】 3,409,569円 打合せ時にオンラインでつな

がることにより、的確な指示

○iPad Pro７台購入 1,690,357円 や、現場状況把握の迅速化を図

ほか関連品 196,680円 ることが可能となり、業務に係

インタラクティブディスプレイ１台購入 1,401,400円 る時間が短縮されている。その

モバイルWi-Fi通信料 令和５年４月～令和６年３月 他、ペーパーレス効果も得られ

121,132円 た。

土木工事既存図のＰＤＦデータ化事業【デジタル化推進枠】 ハードディスクに工事図面や

79,000円 委託成果品をデータ保存するこ

とで、課内共有と過去のデータ

ハードディスク購入 N=１台 を容易に引き出す環境が整備さ

れ、業務効率化が図られた。

道 路 橋 り ょ う 街路灯ＬＥＤ化事業 23,406,900円 ＬＥＤ化された灯具の維持管

総 務 費 理を行ったことにより、夜間の

48,998,403 ＬＥＤ化街路灯数 N=10,217灯（令和５年度末時点） 防犯と交通事故防止に努めた。

新設街路灯数 N= 25灯

既設灯具取替 N= 20灯

土 木 維 持 費 道路維持補修費 147,601,451円 道路法上の認定市道のほか、

666,713,457 市が管理する法定外道路の維持

土木施設維持作業委託 管理を行い安心安全な市民の通

認定市道実延長 L=461,062.02m 行の確保を図った。

（内訳）

むつ地区 L=252,332.48m

川内地区 L= 87,317.13m

大畑地区 L= 83,153.06m

脇野沢地区 L= 38,259.35m

雪路維持（除雪） 410,148,708円 除雪期間中の道路除雪作業を

行い、市民の安全な通行確保を

令和５年度除排雪委託 図った。

除雪期間 令和５年11月15日～令和６年３月31日

除雪路線 1,632路線 474.7㎞
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

土 木 維 持 費 私道等整備補助金 7,982,000円 当制度を活用した道路の補修

（続き） が行われたことにより、良好な

○新町町内会 住環境の実現に寄与した。

①舗装工事 施工延長L=51.1ｍ

②舗装・側溝工事 施工延長L=44.6ｍ

市道等維持事業 劣化した補修の修繕を実施し

地域の環境改善を図った。

○市道栗山線緊急復旧業務委託 1,606,000円

L型擁壁L=6ｍ、舗装復旧A=14㎡

○上川町地区測量設計 11,154,000円

測量業務N=1式、道路詳細設計L=0.45km

○本町地区環境整備工事（大橋） 18,810,000円

施工延長L=19m 舗装工A=689㎡ 区画線工L=93m

排水構造物工L=4ｍ

○大室平線舗装補修工事（1工区） 4,752,000円

施工延長L=238m 舗装工A=1,047㎡

○大室平線舗装補修工事（2工区） 7,425,000円

施工延長L=420m 舗装工A＝1,660㎡

○湯坂下１号線舗装 5,203,000円

施工延長L=65m 舗装工A＝294㎡ 区画線工L=550ｍ

○緑町地区舗装復旧 4,917,000円

施工延長L=64m 舗装工A＝338㎡ 排水構造物工L=18m

除雪機購入 32,703,000円 車両を更新したことにより、

作業の安全性と効率性の向上が

除雪ｸﾞﾚｰﾀﾞ4.0m級 １台 図られた。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

道 路 新 設 道路整備事業（交付金） 各種工事、設計を交付金によ

改 良 費 り実施し、地域住民の住環境の

333,125,596 ○舗装長寿命化修繕計画策定業務委託 27,500,000円 向上を図った。

路面性状調査L=17.928km 計画候補路線N＝17km

○（繰越）浜通線融雪溝整備工事 81,000,000円

施工延長L＝1,255ｍ

排水構造物工L=870ｍ 舗装工A=1,960㎡

区画線工L=530m 取水施設工N=１式 など

○中荒川・中山線道路整備工事 9,933,000円

施工延長L＝67ｍ

排水構造物工L=66ｍ 舗装工A=222㎡

区画線工L=160m 擁壁工L=20m など

橋梁長寿命化修繕事業 老朽化が著しい橋梁の更新に

努め、地域住民の住環境の向上

○桜木町４号橋詳細設計業務委託 13,420,000円 を図った。

橋梁詳細設計N=１橋

○新小川橋補修設計業務委託 15,818,000円

測量業務N=１式 下部補修工、表明処理設計N＝１式

○霞城橋補修設計業務委託 9,603,000円

橋梁現地調査N=１式 下部補修工、表明処理設計N＝１式

○仮団地橋測量・設計業務委託 13,200,000円

測量業務N=１式 橋梁予備設計N=１橋

○臨港１号橋補修設計業務委託 3,630,000円

主桁補修設計N=１橋 主桁表面処理設計N=１橋

○桜木３号橋修繕工事 4,268,000円

断面修復工V=0.02㎥ 表面含侵工A=5.82㎡

舗装工A=82㎡

○正津川５号線外１道路整備工事 52,173,000円

施工延長L＝1,814ｍ 路床盛土V=400㎥

舗装工A=6,960㎡ など
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

河 川 総 務 費 急傾斜地整備事業負担金 11,900,000円 急傾斜の整備により、周辺住

19,225,225 民等の安全が図られた。

○釣屋浜１号区域（大畑）

○桧川区域（川内）

○新井田（脇野沢）

都市計画総務費 都市計画基礎調査費 12,760,000円 都市計画や立地適正化計画、

14,655,487 各種まちづくり施策等の策定や

○都市計画基礎調査業務委託料 運用における利活用を図った。

都市計画基礎調査 N=１式

人口規模、産業分類別の就業人口の規模、土地利用等の現況

及び将来の見通しについての調査

公 園 管 理 費 都市公園ストック再編事業 16,488,476円 公園の配置や機能の再編によ

37,841,469 り、公園の利用促進と維持管理

○測量設計業務委託料 コストの削減を図った。

宇田児童公園公衆トイレ修正設計 N=１式

○公園改修工事費（中島児童公園遊具設置工事）

滑り台 N=１基

○公園改修工事費（宇田児童公園改修工事）

舗装工 A=782㎡

水飲み場 N=１基

ベンチ N=２基

掲示板 N=１基

園銘板 N=１基

照明灯 N=２基

○電柱移転補償金

宇田児童公園支障電柱移転 N=１本

街 路 整 備 費 横迎町中央２号線整備事業 54,791,335円 本路線は、田名部地区と中央

54,791,335 地区を結ぶ骨格路線として都市

○補償積算業務委託料 計画道路に指定されており、

補償積算 N=１式 交通ネットワークの強化が図ら

れるほか、市役所やむつ警察署

○道路整備工事 が立地する防災拠点の機能強化

車道舗装工 A=2,100㎡ や国道338号バイパスの交通量

歩道舗装工 A=1,070㎡ の緩和に資するものである。

区画線工 L=520ｍ また、都市計画マスタープラン

植栽工 N=21箇所 では商業・行政業務エリアに

位置付けられており、土地活用

○電柱移転補償金 を推進するための都市基盤と

支障電柱移転 N=１本 なるものである。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

コ ン パ ク ト コンパクトシティ推進整備事業 121,905,985円 歩行者をはじめとした地域住民

シ テ ィ 推 進 費 の安全性の向上を図り、安全・

311,153,821 ［令和５年度］ 72,667,685円 安心で暮らしやすいまちづくり

の推進を図った。

○見守りカメラ設置業務委託料

見守りカメラ N=１箇所

○歩行空間形成推進工事（新町昭和町線歩行空間整備工事）

アスファルト舗装工 A=598㎡

薄層カラー舗装工 A=666㎡

ゾーン30プラス標識板 N=５枚

区画線工 L=927ｍ

車線分離標 N=７本

○土地購入費

市道西町線歩道整備用地 A=71.61㎡

○物件移転等補償金

市道西町線歩道整備用地 N=３件

［令和４年度繰越明許］ 49,238,300円

○用地調査等業務委託料

市道西町線歩道整備用地調査 N=37件

○土地購入費

市道西町線歩道整備用地 A=566.85㎡

○物件移転等補償金

市道西町線歩道整備用地 N=５件

田名部まちなか地区都市構造再編集中支援事業 25,630,000円 官民連携による魅力ある公共

空間の創出により、まちの回遊

○設計業務委託料 性向上や新たなにぎわいの創出

歩行空間設計 N=１式 を図った。

○代官山公園改修工事

ソーラー照明灯 N=４基

園路改良工 N=１式

駐車場砕石舗装工 A=1,010㎡

オストメイト対応設備 N=１基

おむつ交換台 N=１基
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

コ ン パ ク ト 金谷都市拠点地区都市構造再編集中支援事業 162,617,836円 むつ総合病院新病棟の建設に

シ テ ィ 推 進 費 伴う金谷公園の改修を行うこと

（続き） ［令和５年度］ 39,277,836円 で、周辺施設との一体的空間の

形成による多様なにぎわいとコ

○測量設計業務委託料 ミュニティの創出を図った。

通信設備設計 N=１式 また、低未利用地を活用した

公園整備により、まちの回遊性

○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事） 向上と歩行者ネットワークの強

Ｒ４繰越と合併施工 化を図った。

○金谷地区歩行空間整備工事（金谷地区支障木伐採工事）

支障木伐採 N=１式

○土地購入費

金谷公園整備用地 A=1,912.22㎡

○物件移転等補償金

金谷公園整備用地 N=１件

［令和４年度繰越明許］ 123,340,000円

○金谷公園改修工事（金谷公園駐車場整備工事）

ソーラー照明灯 N=７基

アスファルト舗装工 A=2,390㎡

階段工 N=１箇所

スロープ工 N=１箇所

区画線工 L=887ｍ

案内サイン N=１基

○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事）Ｒ５と合併施工

雨水排水設備工 N=１式

電気設備工 N=１式

下層路盤工 A=1,020㎡

飛石 N=264個

ロープ柵 L=80ｍ

○金谷地区歩行空間整備工事

擁壁工 L=７ｍ

アスファルト舗装工 A=171㎡

ソーラー照明灯 N=１基

市営住宅建設費 （仮称）田名部まちなか団地整備事業 令和５年８月完成引き渡し後

1,264,811,513 ９月より供用開始し集約対象団

○重量鉄骨造４階建２棟60戸建設工事（令和５年８月完成） 地の入居者の移転を進めた。ま

○集約建替対象団地解体工事（宿野部団地・桧川団地） た、平行して老朽化した既存住

○解体工事設計業務（桜木町団地・令和６年度工事予定） 宅２団地３棟10戸の解体工事を

行った。

市営住宅川内榀木団地建替事業 平成14年度より建替事業とし

て着手し、令和５年度で事業が

○木造平屋建１棟３戸建設 完了。事業全体で11棟46戸を整

備し、川内地区の住環境の向上

が図られた。
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８．消防部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

常 備 消 防 費 下北地域広域行政事務組合常備消防費負担金 火災発生件数 16件(11件)

1,675,233,000 むつ消防署 9件( 5件)

・消防本部費負担金 210,947,000円 川内消防分署 3件( 3件)

・署費負担金 1,344,556,000円 脇野沢消防分署 0件( 1件)

・公債費市負担分 101,377,000円 大畑消防署 3件( 1件)

大湊消防署 1件( 1件)

【参考】署費の決算概要
（単位：円）

救急出動件数 2,797件

む つ 消 防 署 452,347,000 （2,583件）

むつ消防署 1,455件

川 内 消 防 分 署 203,403,000 (1,312件)

川内消防分署 271件

脇 野 沢 消 防 分 署 174,794,000 ( 221件)

脇野沢消防分署 133件

大 畑 消 防 署 255,761,000 ( 139件)

大畑消防署 357件

大 湊 消 防 署 258,251,000 ( 397件)

大湊消防署 581件

計 1,344,556,000 ( 514件)

※（ ）内は、前年度

常備消防費・ハード事業 老朽化した両消防分署庁舎の

計画的な建設につながった。

【川内消防分署建設候補地地質調査業務委託】 4,389,000円

老朽化した川内消防分署建設候補地の地質調査を業務委託により

実施した。

【脇野沢消防分署建設候補地地質調査業務委託】 4,345,000円

老朽化した脇野沢消防分署建設候補地の地質調査を業務委託によ

り実施した。

【川内、脇野沢庁舎建設事業負担金（測量設計業務委託等）】

9,619,000円

両消防分署庁舎建設事業の入札公告に向けた測量設計を業務委託

により実施した。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

非 常 備 消 防 費 下北地域広域行政事務組合非常備消防事務委託料 火災発生件数 16件

96,855,000 ・むつ市消防団事務委託料 96,855,000円 （11件）

団員延出動人員数 4,774人

むつ消防団 1,834人

む つ 非 常 備 58,518,000円 (1,405人)

川内消防団 1,163人

川 内 非 常 備 16,875,000円 (1,455人)

大畑消防団 1,290人

大 畑 非 常 備 13,599,000円 (1,668人)

脇野沢消防団 487人

脇 野 沢 非 常 備 7,863,000円 ( 341人)

※（ ）内は、前年度

計 96,855,000円

【参考】火災件数及び救急出動件数等

区 分 令和５年度 令和４年度 増 減

建 物 火 災 11 件 7 件 4 件

火

林 野 火 災 1 件 2 件 ▲1 件

災

車 両 火 災 0 件 1 件 ▲1 件

件

そ の 他 火 災 4 件 1 件 3 件

数

計 16 件 11 件 5 件

全 焼 8 件 2 件 6 件

り

半 焼 0 件 2 件 ▲2 件

部 分 焼 6 件 1 件 5 件

災

ぼ や 5 件 4 件 1 件

計 19 件 9 件 10 件

件

建物焼損床面積 1,195 ㎡ 348.97 ㎡ 846.03 ㎡

死 者 2 人 1 人 1 人

数

負 傷 者 3 人 5 人 ▲2 人

建 物 36,585 千円 9,763 千円 26,822 千円

損

林 野 122 千円 15 千円 107 千円

害 車 両 0 千円 170 千円 ▲170 千円

そ の 他 0 千円 60 千円 ▲60 千円

額

計 36,707 千円 10,008 千円 26,699 千円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

非 常 備 消 防 費 救急出動件数
（単位：件）

（続き）

令和５年度 令和４年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

急 病 1,389 433 278 2,100 1,211 382 308 1,901

交通事故 68 39 22 129 76 34 30 140

一般負傷 233 70 40 343 192 61 35 288

火 災 35 3 0 38 31 1 0 32

水 難 2 2 0 4 6 3 2 11

労働災害 5 4 0 9 11 2 5 18

運動競技 3 1 1 5 1 5 0 6

加 害 6 0 0 6 11 0 0 11

自損行為 17 5 2 24 26 5 3 34

転 院 82 15 13 110 97 17 14 128

そ の 他 19 9 1 29 10 3 0 13

計 1,859 581 357 2,797 1,672 513 397 2,582

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。

災害出動件数
（単位：件）

令和５年度 令和４年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

救 助 67 14 8 89 55 15 18 88

捜 索 2 0 1 3 0 0 0 0

自然災害 5 0 1 6 45 28 13 86

調査・

警戒等
97 86 18 201 85 64 27 176

計 171 100 28 299 185 107 58 350

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

防 災 対 策 費 まるごとまちごとハザードマップ事業 4,999,500円 市内各所の電柱に設置するこ

635,555,548 とで、津波への注意喚起と早期

市内における津波浸水想定区域内の電柱（むつ地区25本、大畑地 避難の周知を図った。

区125本の計150本）に浸水の高さを示す標識及び水位表示テープを

設置した。

デジタル防災センター整備事業【デジタル化推進枠】 ＲＦＩ等により得た最新の情

4,415,263円 報・知見を活用することで、災

害対策本部の運用に資するシス

災害対応の機能充実を図るため、本庁舎の防災機能を集中配置し テム・資機材の検討を行うこと

たデジタル防災センターを本庁舎開放エリアに整備する事業である が可能となった。

が、年度途中に生じた基本設計（ハード部分）見直しに伴い、シス

テム部分においても予定していた導入業者選定が保留となったこと

から、将来的な発注に向けた準備業務として、プロポーザル用資料

作成及びRFI等を実施した。

地域防災計画関連費 19,050,046円 地域防災計画及び津波避難計

画を修正したことにより、災害

各種法改正及び上位計画の修正並びに本市における防災体制の見 による被害の軽減が図られ、市

直し及び津波浸水想定拡大への対応等を踏まえ、「むつ市地域防災 民の生命、身体及び財産の保護

計画」を修正したほか、津波浸水想定拡大等の最新の知見を反映す につながった。

るべく、「むつ市津波避難計画」の修正も行った。

情報伝達手段整備事業 580,202,600円 工期が延長となったため、実

際の運用には至らなかった。

・防災情報伝達手段整備事業工場立会検査旅費 104,600円

・防災情報伝達手段整備施工監理業務委託料 10,098,000円

・防災情報伝達手段整備工事費 570,000,000円

使用期限を迎える既存のアナログ式防災行政無線について、新た

な情報伝達手段としての整備を行った。工事内容の一部変更に伴い

工期が令和６年12月まで延長となっている。

消防施設整備費 消防団車両整備事業 32,877,480円 老朽化が著しい車両を更新す

59,277,480 ることで、消防力の維持を図っ

導入から30年以上経過し、経年劣化が顕著であるむつ消防団第10 た。

分団の消防ポンプ自動車を更新した。

消防屯所整備事業 26,400,000円 老朽化した消防屯所を整備し

たことで、消防力を維持するこ

大畑消防団第４分団と第８分団の統合により、老朽化により使用 とができた。

困難になった大畑消防団第４分団屯所を移転・新築した。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

事 務 局 費 まさかり高校医学部進学・特進コース運営費 1,996,311円 むつ下北地域の学力向上と医

272,214,780 師不足解消を目的として医師及

・夏期講習会開催 R5.8.6、8.9、8.10 び選抜性の高い大学への進学を

国・数・英 各60分×３コマ 目指す高校生の支援策として実

参加生徒数 ２年生20人 ３年生11人 施した。

・冬期講習会開催 R5.12.24～26 受講者全員が実力養成に効果

国・数・英 各60分×３コマ 的であった、また、約97％が次

参加生徒数 １年生18人 ２年生16人 回の講習会を受講したいとの回

・春期講習会開催 R6.3.3、3.5、3.6（一部対面形式） 答があるなど高い評価を受けて

国・数・英 各60分×３コマ いる（夏期・冬期アンケート結

参加生徒数 １年生18人 ２年生20人 果より）。また、当該事業に受

講実績のある令和５年度卒業生

※当初予定していた東京大学見学会は新型コロナウイルス感染症 の進学実績等を踏まえれば、一

拡大防止のため中止。 定の受講生の支援につながって

いるものと考えている。

また、令和５年度に卒業した

講習会等受講経験者のうち、20

人が京都大学をはじめとした国

公立大学へ合格するに至った。

まさかり高校後援会（下北Project） 5,265,064円 人材育成及び創業支援による

地域活性化の施策を推進する

○スポーツの振興 ため、東京大学と連携すること

・木村浩吉サッカー教室 により、日本一の学力及びス

＠田名部中学校グラウンド、むつ市克雪ドーム、十和田市高森 ポーツ先端科学並びに起業・

山運動公園 創業ベンチャーに関するノウハウ

R5.6.1～3 参加人数 26人 の提供を受けながら、地域の将来

・アウトドアプロ指導者 斎藤泰幸野外教育・家族キャンプ教室 を担う人材を育成するために、

＠早掛レイクサイドヒルキャンプ場 官産学金が連携したプラット

R5.7.1～2 参加人数 16人 フォームを設立し、高校生を

・東京大学漕艇部との交流会 中心に地域の児童生徒へ継続的

＠新田名部川ボート場、むつ市役所本庁舎 な人材育成に対する支援を行う

R5.10.28 参加人数 18人 ことを目的としている。

・杉本美香柔道教室 ＠むつマエダアリーナ 「スポーツの振興」では、元

R5.12.10 参加人数 17人 横浜Ｆ・マリノス監督の木村浩

・工藤公康野球教室 ＠むつ工業高等学校体育館 吉氏を講師に招いたサッカー教

R6.1.28 参加人数 18人 室をはじめとした講習会等を計

５回開催した。

○音楽によるまちづくり事業 「音楽によるまちづくり事業」で

・みこしまつり演奏 ＠イベント広場野外ステージ は、東京佼成ウインドオーケス

R5.8.19 参加者 100人 トラメンバーによるレッスンや

・第51回下北吹奏楽祭演奏 ＠下北文化会館 みこしまつり演奏などを実施し

R5.10.8 参加者 115人 た。

・音楽によるまちづくり事業 ＠下北文化会館

東京佼成ウインドオーケストラメンバーによるレッスン

R5.11.18 参加者 101人

・音楽によるまちづくり事業 ＠下北文化会館

東京佼成ウインドオーケストラメンバーによるオトプロコンサ

ート実施 R5.11.19
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 外国語指導助手配置事業 小学校５・６年の外国語及び

振 興 費 ３・４年の外国語活動において

137,168,404 外国語指導助手の有効な活用が

氏 名 期 間 学校訪問日数 図られた。

チュゼウスキー サイモン R5.4～R5.7 58日

ニス マイケル R5.4～R5.7 68日

マイナーズ ウィリアム R5.4～R6.3 188日

ブラックウェル ショーン R5.4～R6.3 199日

ブラノック ジャック R5.7～R6.3 91日

エンドウ ケレチ R5.7～R6.3 122日

レーマン サミュエル R5.7～R6.3 113日

スクールサポーター配置事業 スクールサポーターの配置に

より、特別な教育的配慮が必要

小・中学校の通常学級及び特別支援学級に在籍する多動傾向や要 な児童生徒の支援が可能となり､

介助など、特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活を支援した。 効果的な教育活動が行われた。

令和４年度 令和５年度

区 分

学校数 人 数 学校数 人 数

小学校 8校 26人 8校 26人

中学校 3校 7人 3校 7人

計 11校 33人 11校 33人

むつ市子ども夢育成基金 東北又は全国規模の各種大会

への参加に対する補助を行う

ことで、むつ市内の子どもたち

補助事業等 補助金額 備 考 の夢をはぐくみ、未来の可能性

を支援することができた。

文化・芸能活動大会派遣補助 1,111,100円 10件 また、基金の趣旨に御賛同

いただいた企業等から寄附を

スポーツ活動大会派遣補助 2,516,500円 53件 受けることができた。

計 3,627,600円 63件
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 キャリア教育推進事業 144,152円 様々な方面で活躍をしている

振 興 費 講師の講演を聴くことで、将来

（続き） の夢や希望をもち、キャリア

氏 名 期 日 会 場 校 教育の目的である児童生徒が

（ 職 名 ） 自己の生き方を考えるよい機会

となった。

今 明秀
R5.7.13 田名部中学校

（八戸市立市民病院）

八月朔日 健太 R5.7.18 脇野沢小・中学校

（プロ津軽三味線奏者） R5.12.8 正津川小学校

木下 裕貴
R5.9.8 川内小学校

（弘前大学医学部附属病院）

松岡 史朗
R5.9.14 第三田名部小学校

（動物写真家）

成田 鷹晃
R5.11.17

むつ中学校

（青森山田中学校） 関根中学校

児童生徒の高い志をはぐくむ支援事業【地方創生ＳＤＧｓ推進枠】 各校がそれぞれの事業計画に

3,583,234円 基づき、学習に関わる物品の購

入や環境整備、校外学習、鑑賞

学校名 事業名 教室など、児童生徒の将来に

つながる活動を充実させること

川内小・中学校
Society5.0を力強く生き抜くためのスキ ができた。

ルアップチャレンジ事業

大畑中学校 大畑中学校学力向上プラン

むつ中学校
むつ中生みんなで応援・おもてなしボラ

ンティア

近川中学校 英語コミュニケーション育成事業

田名部中学校 高い志をはぐくむキャリア教育推進事業

奥内小学校
夢に向かって、すすんで学ぼう！ふるさ

とへ出かけよう！応援事業

大畑小学校
デジタルとアナログを融合させた、表現

力を高める実践事業
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

義 務 教 育 ジュニア大使派遣事業 9,903,866円 ジュニア大使10人は、市内

振 興 費 中学生の代表であるという自覚

（続き） むつ市内の中学生をアメリカ合衆国ポートエンジェルス市に派遣 をもって活動に取り組み、帰国

し、姉妹都市交流の充実を目指すとともに、次代を担う人材の育成 後も周囲に「伝える」という

を図った。 使命を果たそうとする姿や英語

学習を一層頑張ろうとする姿が

実施日：令和６年１月４日～１月11日（７泊８日） 見られた。

参加者：団長１人、引率１人、中学生10人

スクールサポートスタッフ配置事業 スクールサポートスタッフの

配置により、学級担任等が事務

入学児童が多く、学年に複数学級を有する小学校５校に対して、 的な職務に費やす時間が削減さ

スクールサポートスタッフを配置し、学級担任等に代わって、教材 れたことにより、児童への指導

等の印刷や必要物品の準備などの業務を支援した。 や支援の充実につながった。

配置校：第一田名部小学校、第二田名部小学校、苫生小学校、

第三田名部小学校、大平小学校

ＩＣＴ教育推進事業 2,533,652円 電子黒板について、「大いに

効果を感じる」及び「効果を感

むつ市学校教育プラン推進の柱の一つである「ＩＣＴを活用した じる」と回答した割合は100％

教育活動の充実」に資するため、市内小・中学校教員にＩＣＴ推進 であった。

委員を委嘱し、実践事例の蓄積・共有化を図るとともに、教育活動 また、自動採点機能ソフトに

に活用できるＩＣＴ機器または教材を、市内小・中学校の一部に配 ついては、82％の教員が効果を

備し、全小・中学校への配備に向けた効果や課題を検証した。 感じていることがわかった。

ＩＣＴ推進委員：小学校・中学校からそれぞれ３人（計６人）

開催日：６月２日、９月１日、２月５日の計３回

令和５年度検証実績

・電子黒板：第三田名部小学校､関根中学校

・自動採点機能ソフト：田名部中学校、むつ中学校、苫生小学校

・情報モラル教材：各校での情報モラル教室にて検証
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

教 育 研 修 教育相談 来室相談により、相談員が受

セ ン タ ー 費 容的に関わることで､子ども､保

31,234,502 教育相談来室等状況（延べ件数） 護者それぞれが“わかってもら

えた”という心の安心感につな

区 分 令和４年度 令和５年度 増 減 がった。

また､適応指導教室において､

全 体 816件 850件 34件 集団活動等へ適応指導を行った

結果として、学校への復帰につ

適応指導 776件 747件 ▲29件 ながったり、他者とよりよく関

わろうとする態度が身についた

来室相談 30件 53件 23件 りした。

さらに、“教育相談室に通っ

電話相談 9件 6件 ▲3件 てみる”､“もう少し学校で頑

張ってみる”という一歩を踏み

メール相談 1件 44件 43件 出す勇気を持つことにもつなが

った。

各種研修講座 教員の資質向上に資するため､

弘前大学教育学部との連携強化

区 分 令和４年度 令和５年度 増 減 を図るとともに、学校現場の

ニーズに応える研修講座の開設

講座回数 14講座 14講座 0 に努め、開設講座の精選と講座

内容の充実を図ってきた。

受講者数 383人 345人 ▲38人 延べ345人の受講者が参加し､

各講座の内容に関する受講者の

内 市内 304人 265人 ▲39人 評価は概ね良好であった。

訳 郡内 79人 80人 1人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 要保護・準要保護援助費 43,624,186円 経済的な理由によって、就学

140,118,865 困難な要保護・準要保護児童生

徒に対して学用品費等を給付し

就学の奨励を図った。

【小学校】
（単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災児童分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 235 3,419,657 235 3,419,657 0 0

新入学学用品費 35 1,400,000 35 1,400,000 0 0

修学旅行費 4 192,000 41 1,934,297 45 2,126,297 0 0

校外活動費 44 179,897 44 179,897 0 0

給 食 費 234 14,154,760 234 14,154,760 0 0

実人数／合計額 4 192,000 235 21,088,611 239 21,280,611 0 0

【中学校】
（単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災生徒分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 152 3,821,830 152 3,821,830 0 0

新入学学用品費 44 2,024,000 44 2,024,000 0 0

修学旅行費 8 761,411 63 5,928,600 71 6,690,011 0 0

校外活動費 1 33,500 1 33,500 0 0

給 食 費 151 9,774,234 151 9,774,234 0 0

実人数／合計額 8 761,411 152 21,582,164 160 22,343,575 0 0

【参 考】
（単位：人、％）

区 分 在籍児童生徒数 学用品費給付 給 付 率

(5月1日現在) Ａ 児童生徒数 Ｂ Ｂ/Ａ×100

小学校 2,152 235 10.92

中学校 1,225 152 12.41

合 計 3,377 387 11.46
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 小学校

（続き）

○学級・児童数の推移

（単位：人）

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度

学 級 数 132 132 129

男 1,266 1,261 1,167

児童数

女 1,137 1,140 1,100

（人）

計 2,403 2,401 2,267

○児童数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合 計

令和３年度 348 400 414 390 462 389 2,403

令和４年度 378 355 396 419 390 463 2,401

令和５年度 347 372 350 390 415 393 2,267

中学校

○学級・生徒数の推移

（単位：人）

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度

学 級 数 67 64 65

男 665 630 666

生徒数

女 652 613 611

（人）

計 1,317 1,243 1,277

○生徒数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 合 計

令和３年度 442 421 454 1,317

令和４年度 385 442 416 1,243

令和５年度 453 386 438 1,277
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 務 管 理 費 奨学金貸付事業 81,320,038円 むつ市奨学金は、当市の人材

（続き） 育成のために、市内に居住する

○貸付金
（単位：人、円）

子弟で勉学に励もうとする志の

高い者に対し、修学上必要な学

区 分 貸与者数 貸 与 額 費の一部として貸与している。

継続貸与者 4 720,000

高 校 生

新規貸与者 2 360,000

継続貸与者 79 27,960,000

大学生等

新規貸与者 18 6,480,000

合 計 103 35,520,000

○奨学生選考委員会 委員報酬・旅費 63,485円

○口座振替用電磁記録媒体購入費 5,533円

○育英基金積立金 45,731,020円

積立金内訳

・奨学金貸付金元金収入 44,261,000円

・緊急支援金貸付金元金収入 1,470,000円

・寄附金 0円

・預金利息 20円

教職員勤怠管理実施事業 4,378,572円 国が求める「客観的な方法」

により在校時間等を把握するこ

教職員の働き方改革の取組として、市内全小中学校にタイムレコ とができるようになった。

ーダーを導入した。

小 学 校 管 理 費 スクールバス運行管理事業 37,938,791円 輸送時の事故はなく、安全

357,850,383 な輸送を行うことができた。今

○通学者輸送業務委託料 後も児童生徒の安全を第一に考

関根地区運行委託料 8,165,520円 えた安全な輸送に努める。

奥内地区運行委託料 16,716,370円 合計対象人数：67人

大湊地区運行委託料 11,873,136円

○運行状況

関根地区（220日以下の運行）

（下正津川～烏沢～川代～関根小）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：30人

奥内地区（260日以下の運行）

①大室平線（大室平～金谷沢～奥内小～近川中）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：７人

②中野沢線（中野沢～近川中～奥内小）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：７人

大湊地区（280日以下の運行）

（大川目～角違～城ヶ沢～大湊中～大湊小）

運行便数：朝１便、帰り４便

利用者数：23人

○スクールバス安全装置設置業務委託料 277,805円

○行事運行バス借上料 905,960円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

小 学 校 管 理 費 ＧＩＧＡスクール端末等整備事業 6,758,400円 ＧＩＧＡスクール構想におけ

（続き） る児童１人１台端末の更新をした。

ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末の更新を行った。

小学校第１学年のタブレットを120台更新した。

校務用パソコン等更新事業 6,366,591円 経年劣化した校務用パソコン

の更新により、業務の効率化、

平成29年度、平成30年度に購入した校務用パソコンを更新した。 セキュリティの強化をした。

更新１回目 72台、更新２回目 20台

中 学 校 管 理 費 スクールバス運行管理事業 61,471,086円 輸送時の事故はなく、安全な

333,637,049 輸送を行うことができた。今後

○通学者輸送業務委託料 も児童生徒の安全を第一に考え

川内地区運行委託料 26,952,200円 た安全な輸送に努める。

大畑地区運行委託料 17,081,856円 合計対象人数：105人

脇野沢地区運行委託 15,268,000円

○運行状況

川内地区（280日以下の運行）

①戸沢線（戸沢～田野沢～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：11人

②蛎崎線（蛎崎～宿野部～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：36人

③湯野川線（湯野川～安部城～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：３人

大畑地区（250日以下の運行）

①小目名線（小目名～関根橋～正津川～大畑小～大畑中）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：19人

②二枚橋線（赤川～大畑小～大畑中）

行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：29人

脇野沢地区（230日以下の運行）

①源藤城線（源藤城～滝山～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り４便

利用者数：４人

②九艘泊線（九艘泊～寄浪～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：４人

③小沢線（小沢～稲平～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：２人

○スクールバス安全装置設置業務委託料 1,051,380円

○行事運行バス借上料 1,037,960円

○スクールバス保険料 34,590円

○スクールバス重量税 45,100円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

中 学 校 管 理 費 中学校整備事業 各工事により不具合箇所が解

（続き） 消され、生徒の学習・生活環境

○市立田名部中学校高圧受電設備更新工事 6,424,000円 の向上が図られた。

高圧受電設備の老朽化に伴い、機器の更新工事を実施

実施設計業務委託料 814,000円

工事請負費 5,610,000円

○市立大平中学校玄関庇改修工事 7,876,000円

経年劣化により玄関庇の仕上げ材が部分的に剥離してきたこと

から、安全を確保するため改修工事を実施

実施設計業務委託料 1,144,000円

工事請負費 6,732,000円

○市立中学校消防設備改修工事 8,371,000円

川内中学校及び脇野沢中学校において、防火シャッターの異常

が確認されたことから、改修工事を実施

実施設計業務委託料 1,705,000円

工事請負費 6,666,000円

校務用パソコン等更新事業 5,124,515円 経年劣化した校務用パソコン

の更新により、業務の効率化、

平成29年度、平成30年度に購入した校務用パソコンを更新した。 セキュリティの強化をした。

更新１回目 72台、更新２回目 20台
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 青少年教育事業 かきぞめ大会を通して、市内

129,342,850 小・中学生が筆に親しむ機会を

Ⅰ 中央公民館 （１）第54回むつ市かきぞめ大会（対象：市内小中学生） 設け、日本の伝統文化の普及を

・展 覧 会：令和６年１月13日～21日（中央公民館） 図った。

入場者数：649人

・むつ会場（場所：中央公民館）

開催期日：令和６年１月６日

参加者数：53人（小学生23人・中学生30人）

・川内会場（場所：川内公民館）

開催期日：令和６年１月５日

参加者数：２人（小学生２人）

・大畑会場（場所：大畑公民館）

開催期間：令和６年１月６日

参加者数：11人（小学生９人・中学生２人）

・脇野沢会場（場所：脇野沢公民館）

開催期間：令和６年１月５日

参加者数：３人（小学生３人）

展示数 特 選 準特選 入選

69点 ９点 12点 24点

（２）こどもゼミナール 体験型学習を通して青少年

開 催 日：令和５年５月28日～令和６年２月18日 教育の振興を図った。

参加状況：以下のとおり

実施回数 受講者

全10講座 12回 199人

※２講座のみ各２回開催

（３）こども仕事体験館「GOOD JOB（グッジョブ）!!」 様々な職業体験を通して､

開 催 日：令和５年11月12日 むつ市での将来の生活について

場 所：中央公民館 考える機会の創出を図った。

参加者数：33人

（４）冬の子どもお楽しみ会 大型紙芝居等の体験を通して､

開 催 日：令和５年12月10日 子どもへの読書の興味・関心の

場 所：中央公民館講堂 向上を図った。

参加者数：81人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ２ 成人教育事業 市民の学習ニーズに応え「自

Ⅰ 中央公民館 （１）むつ市民大学 ら学び・自ら運営する」ことを

（続き） 開 催 日：令和５年５月18日～令和６年２月15日 スローガンとして、公開講座、

参加状況：以下のとおり ゼミナールを実施した。

婦人学級においては､自主運営

区 分 実施回数 受講者 を基本に各種学習会を開催し

潤いと活気のある生涯学習の

公開講座(講演会) 10回 375人 確立を図った。

また、分館の自主運営を基本

各種講座(10ゼミ) 46回 365人 とした講座の開催を支援した。

計 56回 740人

（２）婦人学級（３学級(地区)） １学級休止

開 催 日：令和５年４月～令和６年３月

場 所：中央公民館、各地区集会所

回 数：計62回

参加者数：計422人

（３）地域づくり講座

開 催 日：令和５年10月29日

場 所：中央公民館最花分館

回 数：１回

参加者数：計14人

３ 社会教育団体等の育成支援事業 公民館で活動しているサークル

（１）第30回むつ市公民館まつり や関係団体による実行委員会を

開 催 日：令和５年８月26日～８月27日 組織し、公民館まつりを開催。

場 所：中央公民館 日頃の活動紹介・作品展示及

参加団体：あしざき婦人学級他全22団体 び体験教室を通し、文化活動の

来場者数：計246人 推進を図った。

また、女性団体の支援をする

（２）むつ市婦人体育まつり（むつ地区連合婦人会主催） ことにより、女性の社会参加促進

開 催 日：令和５年７月９日 に貢献した。

場 所：第二田名部小学校体育館

参加団体：婦人会10団体、福祉施設２団体

参加者数：計82人

（３）むつ市婦人芸能発表会（むつ市連合婦人会主催）

開 催 日：令和６年２月25日

場 所：下北文化会館大ホール

参加団体：婦人会10団体、福祉施設１団体

来場者数：計476人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ４ 生涯学習関連機関等との連携事業 下北地方公民館連絡協議会の

Ⅰ 中央公民館 （１）下北地方公民館連絡協議会事業 主催で開催し、むつ・下北地域

（続き） ①下北美術展「第73回児童・生徒の部」 の芸術文化の振興に寄与した。

・展 覧 会：令和５年８月５日～20日

（絵画・版画の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

2,902点 45点 71点 150点 287点

（書道の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

71点 7点 13点 11点 16点

②下北美術展「第54回高校・一般の部」

・展 覧 会：令和５年10月３日～９日

（絵画・写真・書道の部）

出品数 特別賞 奨励賞 努力賞

60点 11点 9点 3点

５ 公民館事業 社会教育法第22条第６号に､

（１）中央公民館利用状況 公民館の事業として､施設を

（単位：回、人）
住民の集会その他の公的利用に

供することが規定されている。

施設利用 生涯学習の拠点として、多様

室 名 な講座を開催するとともに､

回数 人数 それが契機となって自主的な

学習グループが多く育っており､

講 堂 220 7,168 それらの方々の活動拠点として

積極的な利用がなされている。

展 示 ホ ー ル 122 7,392 以下、各地区の公民館の利用

についても同じ効果が見込まれる

青少年研修室 199 1,776 ものである。

調 理 実 習 室 118 1,487

焼 物 室 130 945

高齢者研修室 213 2,678

婦 人 研 修 室 213 2,671

第 一 会 議 室 322 3,692

Ｉ Ｔ ル ー ム 7 41

合 計 1,544 27,850
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

Ⅱ 川内公民館 （１）むつ市民大学（川内地区） 各種講座を開設、及びサークル

開催期間：令和５年４月25日～10月７日 活動の場を提供し、自己研鑽や

参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して

生きがいのある地域づくりの

区 分 実施回数 受講者 振興を図った。

陶 芸 ゼ ミ ナ ー ル ８回 54人

天狗岩登山 １回 16人

合 計 ９回 70人

２ 社会教育団体等の育成支援事業 趣味・教養講座やサークル

（１）川内公民館まつり 活動等の作品を市民の方々に

開 催 日：令和５年10月15日 観覧していただき、地域の芸術

場 所：川内公民館 文化の振興を図った。

出展協力：１団体

来場者数：計420人

３ 公民館事業

（１）川内公民館利用状況

（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

大 集 会 室 27 1,218

談 話 室 14 133

応 接 室 0 0

小 会 議 室 0 0

研 修 室 10 148

会 議 室 7 50

視 聴 覚 室 53 550

調 理 室 24 265

ロ ビ ー 0 0

図 書 室 48 63

合 計 183 2,427
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 青少年教育事業 子ども会活動への支援を通

Ⅲ 大畑公民館 （１）少年団体協力事業 して児童の健全育成を図った。

大畑地区子ども会育成連合会への支援

子ども会が主催する各種行事へ積極的に支援した。

・大畑町子ども会冬季レクリエーション大会

開 催 日：令和６年１月28日

場 所：下北自然の家

参加者数：16人

２ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

（１）むつ市民大学（大畑地区） 各種講座を開設及びサークル

開 催 日：令和５年６月29日～令和６年２月21日 活動の場を提供し、自己研鑽や

参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して

生きがいのある地域づくりの

区 分 実施回数 受講者 振興を図った。

大畑探訪 ３回 28人

（悠久の歴史を訪ねて）

陶 芸 教 室 ３回 33人

そ ば 打 ち 体 験 教 室 １回 14人

べ こ も ち 教 室 ２回 28人

合 計 ９回 103人

３ 社会教育団体等の育成支援事業 公民館教室の受講生及び

（１）大畑公民館まつり 公民館自主サークル、各文化

・舞台発表 団体、一般市民多数の参加を

開 催 日：令和５年10月21日、11月３日 いただき、学習活動の成果を

参加団体：３団体 展示、発表し、大畑地区市民の

来館者数：延べ218人 文化的意識の高揚及び今後の

・作品展示 活動の充実と活性化を図ること

開 催 日：令和５年10月21日～22日 ができた。

参加団体：８団体 大畑地区における子どもねぶた

来館者数：延べ270人 の囃子の技能の習得を図ると

合計来館者数：延べ488人 ともに、子ども会相互の連帯

意識と地域活性化、郷土愛の

（２）ねぶた囃子講習会 高揚を図ることができた。

開 催 日：令和５年７月24日～25日

参加者数：延べ61人

（３）大畑町子どもねぶた合同運行

開 催 日：令和５年８月６日

参加団体：７団体
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 ４ 公民館事業

Ⅲ 大畑公民館 （１）大畑公民館利用状況

（続き）
（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

集 会 室 313 5,981

会 議 室 113 1,105

調 理 室 18 121

和室１・２ 128 1,004

和 室 ３ 61 436

青 少 年 室 9 125

婦人・老人室 3 80

パソコン教室 0 0

視 聴 覚 室 27 413

合 計 672 9,265

５ むつ市大畑町赤川地区復旧・復興事業 災害発生時における避難所

（１）赤川地区公民館改修工事 機能の強化と、地域コミュニティ

調理室やトイレを改修し、合併処理浄化槽を設置した。 施設の長寿命化を図ることが

また、大畑地区公民館改修事業により屋根、外壁等を改修した。 できた。

○総事業費：32,041,900円

- 122 -



事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 民 館 費 １ 成人教育事業 市民の学習ニーズに対応した

Ⅳ 脇野沢公民館 （１）むつ市民大学（脇野沢地区） 各種講座を開設し、自己研鑽や

開 催 日：令和５年５月25日～令和６年１月30日 人と人とのふれあいをとおして

参加状況：以下のとおり 生きがいのある地域づくりの

振興を図った。

区 分 実施回数 受講者

郷 土 史 ３回 35人

健 康 教 室 ３回 51人

バ ル ー ン ア ー ト １回 ８人

文化教室（料理） ３回 23人

計 10回 117人

２ 社会教育団体等の育成支援事業 趣味・教養講座やサークル

（１）脇野沢公民館まつり 活動等の作品を市民の方々に

開 催 日：令和５年11月１日～６日 観覧していただいて、地域の

場 所：脇野沢公民館 芸術文化の振興を図った。

出展団体：３団体

出展協力：１人

来場者数：計42人

３ 公民館事業

（１）脇野沢公民館利用状況

（単位：回、人）

施 設 利 用

室 名

回 数 人 数

和 室 １ 32 193

和 室 ２ 32 177

和 室 ３ 32 170

調理実習室 27 228

会 議 室 146 1,983

集 会 室 44 514

合 計 313 3,265
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

図 書 館 費 開館日数 ： 本 館 328日 利用者の図書館資料に対する

214,668,074 ： 川内分館 358日 需要に応えサービスの向上を

： 大畑分館 358日 図った。

： 脇野沢分館 358日

移動図書館車「ブックラン♪」の巡回 遠隔地域に対する図書館サー

運行期間：令和５年５月９日～12月１日 火～金 （120日稼働） ビスの一環として巡回（貸出・

開催場所：市内20ステーション 返却）し、読書の推進を図った。

利用人数： 3,335人

貸出冊数：10,444冊

利用状況の推移

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度

図 書 134,960冊 125,227冊 141,174冊

雑 誌 8,978冊 8,679冊 8,536冊

Ａ Ｖ 4,161冊 3,625冊 4,293冊

合 計 148,099冊 137,531冊 154,003冊

利用者数 36,413人 33,550人 39,168人

蔵書数の推移

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度

図 書 181,282冊 174,514冊 177,740冊

雑 誌 4,544冊 3,148冊 3,132冊

Ａ Ｖ 4,346冊 4,054冊 3,743冊

合 計 190,172冊 181,716冊 184,615冊

集会施設等の貸出 館内施設の貸出により図書館

集会室 ： 68回 利用人数： 618人 の集会施設として市民活動の

会議室 ： 82回 利用人数： 574人 支援を図った。

視聴覚ホール： 10回 利用人数： 312人

展示ホール ： 11回 利用人数：1,143人
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

文 化 振 興 費 重要文化財旧大湊水源地水道施設修理事業 52,317,764円 平成21年に有形文化財として

69,599,122 重要文化財に指定された沈澄池

平成25年度に策定した「重要文化財旧大湊水源地水道施設保存活 堰堤をはじめとする水道施設は､

用計画」に則り、国庫補助金を活用し修理工事を実施する。 水源池公園のシンボル的存在で

ある。

工事名：重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 今年度､工事は第三期目に入り､

（第三期 第一引入口ほか） 第一引入口他にかかる石積み

委託名：重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 目地からの漏水や天端石を含む

（第三期 第一引入口ほか）監理業務委託 水路護岸の崩落箇所等を復原

重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 している。

（第三期 甲水槽ほか）実施設計業務委託 このことにより、歴史的価値

補助金：国宝重要文化財等保存整備費補助金 の高い文化財を次世代へ確実に

継承すること及び自然災害が

［令和５年度］ 発生した場合､その影響を最小限

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 に留めることができている。

（第三期 第一引入口ほか）

請負代金額 32,704,320円

工事期間 令和５年６月24日～令和７年３月27日

工事概要 石の積み直し、目地補修、笠石据え直し等

支払額 32,655,000円

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 第一引入口ほか）監理業務委託

委託金額 12,497,776円

委託期間 令和５年７月22日～令和７年３月27日

委託概要 工事監理、現地調査、補修設計、資料作成等

支払額 12,481,700円

○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事

（第三期 甲水槽ほか）実施設計業務委託

委託金額 6,721,000円

委託期間 令和５年６月９日～令和６年３月８日

委託概要 設計、積算等

支払額 6,721,000円

○その他経費 460,064円

○補助金額 25,992,000円（補助率1/2）
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

下 北 自 然 の 家 下北自然の家指定管理事業 新型コロナウイルス感染症が

管 理 費 ５類感染症に移行し、外出控え

91,635,364 ○利用者数
（単位：団体、人）

が徐々に解除されたこともあり

宿泊の利用延べ人数が前年度

利用団体数 利用延べ人数 から20％の増となった。

また、講座等のアウトリーチ

日帰り 123 1,894 活動も41.5％の増となっており､

市 内 社会教育施設としての役割を

宿 泊 18 1,541 果たしている。

日帰り 90 1,344

郡 内

宿 泊 15 825

日帰り 2 4

郡 外

宿 泊 11 771

日帰り計 215 3,242

計

宿泊計 44 3,137

合 計 259 6,379

○指定事業 29事業 利用者人数 延べ 509人

○自主事業 12事業 利用者人数 延べ 412人

○受入事業 120団体 利用者人数 延べ 4,746人

○そ の 他 利用者人数 延べ 712人

○指定管理 期 間 令和５年４月１日～令和８年３月31日

管理者 一般財団法人むつ市教育福祉振興会

管理料 90,688,000円

○使用料及び賃借料 ＡＥＤリース代 75,240円

○修 繕 蒸気ヘッダーゲートバルブ修繕 481,448円

バス修繕 390,676円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

地 域 文 化 ・ 地域文化・スポーツクラブ推進事業 令和５年10月に実施した生徒、

スポーツクラブ 保護者対象のアンケートの結果

推 進 費 むつ市地域文化・スポーツクラブ（愛称：むつ☆かつ）を設立し、 から、むつ☆かつの活動に対し

147,958,919 文化クラブ10種類、スポーツクラブ３種類を立ち上げ、クラブ運営 て概ね満足しているという様子

を行った（主な財源は、市負担金と利用者の会費）。 がうかがえた。

◎開設クラブ 【アンケート結果（抜粋）】

○文化クラブ10種類 ◎生徒

IT、学習、歌唱、家庭、ダンス、美術、ボードゲーム、野外 Ｑ.むつ☆かつは楽しいか。

活動体験、総合文化（川内・脇野沢）、総合文化（大畑） Ａ.とても楽しい：47.1％

○スポーツクラブ３種類 Ａ.楽しい：41.2％

サッカー、柔道、水泳

Ｑ.むつ☆かつに満足しているか。

◎活動場所 Ａ.とても満足：47.1％

○文化クラブ Ａ.満足：34.1％

下北文化会館、海と森ふれあい体験館

○スポーツクラブ ◎保護者

田名部中学校、スイミングアローズむつ Ｑ.お子さんはむつ☆かつに満

足していると思うか。

◎活動日時 Ａ.とても満足：29.5％

○平日 月、火、木、金 Ａ.満足：52.4％

夏季（10月上旬まで） 17：00～18：20

冬季（10月中旬から） 17：00～18：00 Ｑ.活動内容についてどう思うか。

○週末 主に土曜日（大会等によって日曜も活動あり） Ａ.とても満足：23.8％

9：00～12：00 Ａ.満足：55.2％

◎参加者

217名（文化クラブ：169名、スポーツクラブ48名）

◎指導者

90名（地域:67名、教員:8名、他公務員:5名、市職:10名）

◎送迎バス

市内５校と活動場所の間を運行

（田名部中、大湊中（大平中経由）、川内中、大畑中、

関根中（むつ中経由））

◎費用等

○利用者負担

・会費1,000円（１クラブにつき）/月

・遠征費用（宿泊費、交通費）

・スポーツの個人登録料

○その他

・むつ市修学援助費の支給対象者は会費免除

・県中体連、東北大会以上は補助あり

・大会参加料はむつ☆かつ負担
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

保 健 体 育 むつ市体育協会補助金 5,938,000円 市民体育大会の開催や初心者

総 務 費 を対象とした市民スポーツ教室

73,206,878 むつ市におけるスポーツ団体等と地域住民に対し、スポーツの推 を開催し、スポーツ振興を図る

進・普及を図り、心身の健康の保持・増進による明るく豊かな市民 ことができた。

生活の形成に寄与する。 表彰事業では、スポーツ功労

（事業） 賞３人、スポーツ特別賞３人、

・市民体育大会、市民スポーツ教室の開催 スポーツ賞６人、スポーツ奨励

・スポーツ団体等の強化育成及び連絡調整 賞21人を表彰した。

・スポーツに関する功労賞等の表彰

（加盟団体）

31団体

青の煌めきあおもり国スポ・障スポむつ市実行委員会負担金 各事業の実施を通じ、大会の

2,715,000円 成功に向けた取組を推進するこ

とができた。

「第80回国民スポーツ大会」及び「第25回全国障害者スポーツ大

会」の開催に向け、当市で開催される競技会を円滑に運営するため

に必要な準備を行うため、競技団体、関係団体、教育機関、行政等

により設立された実行委員会に負担金を支出した。

（事業）

・競技会場の設計業務

・先催県やリハーサル大会の調査研究

・各種会議の開催

学 校 保 健 費 学校医委託事業 14,906,800円 学校保健安全法第23条の規定

29,318,642 に基づき、産業医、学校医、学

①学校医 6,350,600円 校歯科医及び学校薬剤師を委嘱

児童生徒数400人以下 ＠226,000円×19人 し、学校における児童生徒及び

児童生徒数401人以上700人以下 ＠293,800円× 7人 教職員の健康の保持増進を図っ

児童生徒数701人以上 ＠339,000円× 0人 た。

②学校歯科医 4,099,200円

児童生徒数500人以下 ＠224,000円×17人

児童生徒数501人以上 ＠291,200円× 1人

③学校薬剤師 3,297,000円

＠157,000円×21人

④産業医 360,000円

教職員数50人以上 ＠360,000円×1人

⑤眼科耳鼻科医(川内・大畑・脇野沢検診) 800,000円

眼科医 ＠200,000円×1人＋＠100,000円×2人＝400,000円

耳鼻科医 ＠200,000円×1人＋＠100,000円×2人＝400,000円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

学 校 給 食 費 北通地区学校給食業務委託 73,937,000円 大畑地区及び関根地区の小中

614,205,809 学校に加え、平成30年度から第

○委託業者 一般財団法人 むつ市教育福祉振興会 一田名部小学校への給食提供を

○委託期間 令和５年４月１日～令和６年３月31日 行っている。

○委託業務内容 安全安心な給食を提供する

（1）給食調理業務 ため、環境衛生の向上、自己研

（2）運搬業務 修等の実施による技術の向上に

（3）設備保安業務 努めている。また、ホームペー

○対象校の年間給食数及び提供日数 ジ上に食育ブログを公開し、情

（1）大畑地区 報発信を積極的に行い、食育の

大畑小 40,079食 196日 向上に努めている。

正津川小 3,228食 193日

大畑中 22,896食 191日

（2）むつ地区

第一田名部小 66,302食 192日

関根小 11,797食 196日

関根中 8,071食 194日

むつ中 189食 189日

（仮称）むつ市防災食育センター建設事業 427,957,149円 子育て支援の総合的な推進を

図るために必要な施設として、

・東北防衛局訪問旅費 123,780円 平時は小中学校に給食を提供し

・消耗品費 60,569円 災害発生時には防災機能を果た

・各校給食搬入口改修工事単価入替業務委託料 1,133,000円 すことができる施設を整備する。

・本体建設工事請負費（継続費） 400,000,000円 令和５年度は本体建設工事に

・支障建築物等解体撤去工事請負費 26,639,800円 着手したほか、支障となる建築

物等の撤去工事及び令和６年度

(令和６年度へ継続費逓時繰越) に実施する各校給食搬入口改修

・本体建設工事監理業務委託料 660,000円 工事の設計単価入替を行った。

・本体建設工事設計意図伝達業務委託料 501,600円

体 育 施 設 むつ運動公園・むつ市釜臥山スキー場指定管理料 むつ運動公園及びむつ市釜臥

管 理 費 79,311,780円 山スキー場は、共に前年度利用

307,208,632 者数と比べ利用者数は減少と

・指定管理者 特定非営利活動法人むつ市体育協会 なった。特にむつ市釜臥山スキー

※令和６年４月１日より特定非営利活動法人むつ市スポーツ協会 場は、小雪の影響により、令和５

へ名称変更 年度は公募時に見込んでいた全体

・指定管理期間 令和５年４月１日～令和10年３月31日 利用予定者数247,437名を下回る

・指定管理料 71,766,000円 104,600名の利用に留まった。

（電気料高騰による指定管理料追加支給額2,307,000円含む）

・施設利用者数

陸上競技場 ：21,280人

野 球 場 ： 7,245人

テニスコート ：15,778人

スポーツ広場 ： 9,905人

ス キ ー 場 ：50,392人

・ＡＥＤリース料 275,880円

・むつ市釜臥山スキー場リフト利用料金収入補てん 7,269,900円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

体 育 施 設 大畑中央公園指定管理料 49,926,912円 テニスコート以外の各運動施

管 理 費 設は前年度と比較して利用者が

（続き） ・指 定 管 理 者 一般財団法人むつ市教育福祉振興会 増加したが、公募時に見込んで

・指定管理期間 令和５年４月１日～令和８年３月31日 いた利用予定者数12,700名をわ

・指 定 管 理 料 49,795,000円 ずかに下回る12,693名の利用と

（電気料高騰による指定管理料追加支給額1,131,000円含む） なった。指定管理者は自主事業

・施設利用者数 においてスポーツ教室等を開催

陸上競技場： 4,030人 し、利用促進につなげている。

野 球 場： 2,219人

テニスコート： 60人

プ ー ル： 6,384人

・ＡＥＤリース料 131,912円

むつ運動公園改修事業【繰越明許】 126,568,000円 人工芝の張り替えによる危険

性の回避及びＬＥＤ照明設備の

工事請負費 増設等による利便性の向上が図

○むつ運動公園テニスコート改修工事 られた。

・むつ運動公園テニスコート改修工事

請負代金額 118,448,000円

工 事 期 間 令和４年10月13日～令和５年４月21日

工 事 概 要 テニスコート砂入り人工芝全８面の張り替え

と水飲み場の改修工事を実施した。

支 払 額 72,948,000円（令和５年度支払い）

支 払 済 額 45,500,000円（令和４年度支払済）

補助金名称 社会課題対応型都市公園機能向上促進事業

補 助 金 額 59,224,000円（補助率1/2）

・むつ運動公園テニスコート照明設備改修工事

請負代金額 89,210,000円

工 事 期 間 令和４年10月12日～令和５年４月21日

工 事 概 要 北側コートへＬＥＤ照明を新設し、南側コート

の既存照明を撤去の上、ＬＥＤ照明を設置した。

支 払 額 53,620,000円（令和５年度支払い）

支 払 済 額 35,590,000円（令和４年度支払済）

補助金名称 社会課題対応型都市公園機能向上促進事業

補 助 金 額 41,276,000円（補助率1/2）

ふれあいスポーツパーク改修事業 14,058,000円 ふれあいスポーツパーク川内

球場に設置しているファウルポ

委託料 ールについて、経年劣化により

○川内球場ファウルポール交換工事実施設計業務委託料 55,000円 錆等が顕著だったことから改修

○川内球場放送設備改修工事実施設計業務委託料 1,210,000円 を行い、球場利用者の利便性の

向上が図られた。

工事請負費 同球場スタンドの放送設備に

○川内球場ファウルポール交換工事 ついて、改修を行うことにより

工事請負費 6,050,000円 球場利用者の安全性の向上が図

工 事 期 間 令和５年６月20日～令和５年12月22日 られた。

工 事 概 要 ふれあいスポーツパーク川内球場ファウルポール

１対の交換工事を行った。

○川内球場放送設備改修工事

工事請負費 6,743,000円

工 事 期 間 令和５年８月９日～令和５年12月22日

工 事 概 要 ふれあいスポーツパーク川内球場放送設備等の

改修を行った。
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

おおみなと臨海 ウェルネスパーク・アリーナ指定管理料 214,759,000円 むつ市ウェルネスパークは前

公 園 管 理 費 年度と比較して利用者が減少し

222,077,503 ・指定管理者 山内土木株式会社 た一方、むつマエダアリーナは

・指定管理期間 令和４年４月１日～令和７年３月31日 増加し、令和５年度は公募時に

・指定管理料 214,759,000円 見込んでいた両施設の利用予定

（電気料高騰による追加支給額14,963,000円含む） 者数174,604名を上回る190,856

・施設利用者数 名の利用者数となった。

むつ市ウェルネスパーク：121,237人

むつマエダアリーナ： 69,619人
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１０．諸支出金部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 営 企 業 費 各公営企業に対し負担金、補助金及び出資金を支出した。 各公営企業の運営が円滑にな

5,251,369,781 された。

下北医療センター負担金等 2,257,861,573円

施設別内訳

○むつ総合病院 1,687,054,912円

・救急医療の確保に要する経費 166,759,110円

・保健衛生行政事務に要する経費 20,833,900円

・医師の研究、研修経費 14,614,251円

・医師の派遣を受けることに要する経費 89,139,001円

・一時借入金支払利息分 4,609,595円

・共済追加費用の負担に要する経費 2,836,428円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 122,151,227円

・病院運営に要する経費 305,796,000円

・児童手当に要する経費 20,252,000円

・建設改良費のための企業債利息分 10,212,272円

・高度医療に要する経費 9,084,789円

・小児医療に要する経費 88,880,622円

・感染症医療に要する経費 1,812,263円

・精神病院の運営に要する経費 117,290,393円

・当年度建設改良事業の一般財源分(出資含む) 175,205,190円

・建設改良費のための企業債元金分 370,327,871円

・看護師等修学資金の貸与に関する経費 27,250,000円

・債務負担行為を設定した負担金に係る繰出金 140,000,000円

○川内診療所 111,525,000円

・医師の研究、研修経費 49,162円

・一時借入金支払利息分 707円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 2,122,577円

・追加費用の負担に要する経費 614,196円

・建設改良費のための企業債利息分 160,563円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 84,459,095円

・当年度建設改良事業の一般財源分 19,358,700円

・建設改良費のための企業債元金分 4,760,000円

○大畑診療所 166,400,000円

・一時借入金支払利息分 38,178円

・建設改良費のための企業債利息分 10,471,017円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 51,755,627円

・当年度建設改良事業の一般財源分 1,710,000円

・建設改良費のための企業債元金分 102,425,178円

○脇野沢診療所 32,443,000円

・医師の研究、研修経費 255,205円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 1,023,741円

・建設改良費のための企業債利息分 5,329円

・追加費用の負担に要する経費 283,720円

・児童手当に要する経費 180,000円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 27,560,480円

・当年度建設改良事業の一般財源分 2,364,525円

・建設改良費のための企業債元金分 770,000円

○むつリハビリテーション病院 260,438,661円

・一時借入金支払利息分 42,950円

・病院運営に要する経費 206,795,727円

・建設改良費のための企業債利息分 3,518,377円

・当年度建設改良事業の一般財源分 3,902,940円

・建設改良費のための企業債元金分 46,178,667円
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

公 営 企 業 費 水道事業会計負担金及び補助金 218,762,086円

（続き） ・消火栓維持管理費 13,550,174円

・消火栓新設工事費 2,420,000円

・統合水道に係る統合前の

簡易水道の建設改良に要する経費 124,252,000円

・統合水道に係る統合後に

実施する建設改良に要する経費 54,388,000円

・その他の建設改良事業に係る企業債償還元利金 22,942,000円

・地方公営企業職員に係る児童手当及び宮後地区

小規模水道施設への給水対応に要する経費 1,209,912円

下水道事業会計負担金及び補助金 773,997,000円

・分流式下水道等に要する経費 33,989,000円

・高資本費対策に要する経費 128,551,000円

・地方公営企業法の適用に要する経費 701,000円

・臨時措置分に係る下水道事業債元利償還金 36,555,000円

・児童手当に要する経費 240,000円

・資本的収支財源不足分 353,153,000円

・下水道事業営業助成金 220,808,000円

（単位：円、％）

比 較

区 分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

決算額 決算額 Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ×100

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

下北医療センター負担金等 2,257,861,573 1,714,320,329 543,541,244 31.7

むつ総合病院 1,687,054,912 1,222,173,900 464,881,012 38.0

川内診療所 111,525,000 90,787,000 20,738,000 22.8

大畑診療所 166,400,000 170,004,000 ▲3,604,000 ▲2.1

脇野沢診療所 32,443,000 34,826,000 ▲2,383,000 ▲6.8

むつリハビリテーション病院 260,438,661 196,529,429 63,909,232 32.5

水道事業会計負担金、補助金 218,762,086 371,889,502 ▲153,127,416 ▲41.2

下水道事業会計負担金、補助金 773,997,000 702,015,000 71,982,000 10.3
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１１．災害復旧部門
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事 業 項 目 及 び

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果

円

河川災害復旧費 河川災害復旧費【繰越明許】 54,505,000円 豪雨災害により被災した河川

54,505,000 の復旧を行ったことにより、市

○瀬野川河川災害復旧工事 民の財産の保護、適正な河川管

施工延長 L=124.5ｍ 理に寄与した。

コンクリートブロック積工 A=606㎡

構造物撤去工 V=131㎥

道 路 橋 り ょ う 道路橋りょう災害復旧費【繰越明許】 30,045,365円 豪雨災害により被災した道路

災 害 復 旧 費 の復旧を行ったことにより、市

30,045,365 ○九艘泊源藤城線道路災害復旧工事 民の財産の保護、適正な道路管

施工延長 L=31.3ｍ 理に寄与した。

舗装工 A=156㎡

ガードレール工 L=34㎥

強土壁工 A=165㎡

側溝工 L=67m
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